
 

 

 

 

先日から、仕業検査の作業手順書（改訂版）が担当社員に配布されました。 

しかし、この手順書には手順の順番や検査個所の名称など誤りがありました。 

この手順書は管理者が担当社員に対し手順通り行っているか点検し、勤務評価

につながる重要なものです。現に何人もの社員が「手順書通りできていない」と

言われ、ボーナス・カットされてきました。 

また、この作業手順書（改正版）は急に出てきたものではありません。この前

に作業手順書の暫定版が配布されていて、その時すでに担当社員から間違えを指

摘されていたのです。しかし、それも直されずに配布されたのです。 

すぐに担当社員が手順書（改訂版）の間違えを伝え、修正をお願いしましたが、

管理者からは「直ちに修正することはできない」と言われました。 

なぜ、これほど重要な手順書の修正をしないのでしょうか？ 

なぜ、担当社員の声に耳を傾けないのでしょうか？ 

どこでこの問題が止まっているのでしょうか？ 

 

これまでも仕業庫の天井灯の劣化やパイプの水漏れなど指摘してきましたが、

一向に改修されていません。管理者は「上には言っているが、なかなか、やって

くれない」と言っています。 

誰がやってくれないなのでしょうか？ 

本当に管理者は報告しているのでしょうか？ 

 

私たちは今回配布された「作業手順書修正についての申し入れ」を行い、明ら

かにしていきます！！ 

 

私達は「申」を上げるとともに現場管理者にも聞いて、「どこに問題があるのか」

明らかにし、問題解決をはかっていきます。これほど風通しの悪い会社を少しで

も良くするために、現場から声を出していきましょう！！ 
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